
１　滅失した家屋
種類
(用途)

新地町

２　滅失(取壊)日及び理由

確　認

構造家屋の所在 全部･一部の別

家 屋 滅 失 届

受　　付

新地町谷地小屋字掛田３０番地

新地　太郎

　　造
　　葺

納屋

　　造
　　葺

木　造
瓦　葺

 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※住宅用家屋が滅失した場合、土地に係る固定資産税について住宅用地軽特例(軽減)がなくなるため
　固定資産税額が高くなることがあります。

令和　３　年　１１　月　１０　日

谷地小屋字掛田３０番地

　　造
　　葺

 □全部

 □一部

 □取り壊し □建て替え

 □火災による焼失 □災害（　　　　　　　）

 □一部

滅失面積　　　　

床面積

100

 □全部

 □一部

滅失面積　　　　

 □全部







令和　３　年　１１　月　１５日

 □全部

滅失面積　　　　

 □一部

滅失面積　　　　



調　査　結　果
□滅失確認　□滅失修正
□滅失確認できず

土地台帳入力 家屋台帳入力

電話番号 ６２－○○○○　　　　　

・　・・　・・　・
処理経過
処 理 日

担　当

・　・

現地調査
所有者番号： 義務者番号：

　下記の家屋を滅失（取壊）したので、届出いたします。

新 地 町 長 　様

※法務局へ登記してある家屋は、滅失登記が必要です。

届出人(家屋の所有者又は納税義務者)

町
使
用
欄

住所又は
所 在 地

氏名又は
名　　称

㊞新
新

地


